
 

 

スーパーフォビック®分離膜コンタクター（脱気モジュール）を使用した 
水性溶液からのバブル除去（脱気・脱泡） 
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水溶液が関係する多くの製造プロセス、分析測定、その

他の工業プロセスや手順は、流体中のバブルによる悪

影響を受けます。スーパーフォビック分離膜コンタクター

（脱気モジュール）は、プロセスからバブルを除去する、

非常に簡単で費用効果の高いソリューションを提供しま

す。 
 
背景 
液体と気体が接触すると、気相と液相の間で物質移動

が起こります。液体に溶解するガス濃度は、平衡に達す

るまで上昇し続けます。平衡に達すると、液体中のガス

濃度は一定になります。液体中のガス濃度がその平衡

点に達したとき、その液体は「飽和している」と言われま

す。液体に溶解するガスの具体的な量は、液体と気体

の物理的特性だけでなく、平衡時の温度と圧力の条件

に依存します。液体があるガスで飽和する点は、たいて

い瞬時に起こります。そのため、設計技術者は流入する

液体がガスで飽和していることを認識する必要がありま

す。 
 
バブルの形成 
液体プロセス（流体）があるガス、または混合ガスで飽

和すると、液体中のガス濃度は、平衡条件が変化する

まで一定になります。たとえば、システムの圧力が上が

ると、ガスは液体（流体）に溶解します。システムの圧力

が下がると、ガスが液体から放出され、改めて平衡にな

ります。このようにしてガスが放出されると、液体中にバ

ブルが形成されます。バブルは、製造プロセスに問題を

発生させる可能性があります。例えば、洗浄プロセスや

コーティング・プロセスで液体を使用するとき、バブルが

形成され製品表面に付着して、各々の箇所に不具合を

発生することがあります。この不具合は製品歩留まりに

重大な損失を引き起こす可能性があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
バブル防止と除去 
スーパーフォビック分離膜コンタクター（脱気膜）は、バブ

ルの形成を防止し除去する、簡単で費用効果の高い方

法を提供します。歩留まり改善に対するスーパーフォ

ビック脱気膜の効果を実証する 1 つの例を以下に示し

ます。 
 
アプリケーション： 
ある顧客は、コーティング溶液を塗布する前に加熱する

処理を行っています。溶液は 20°C で調合し、60°C まで

加熱します。加熱段階で溶液から大量の気体が放出さ

れます。 
ベンチレーションによって溶液のガスを逃がすと過剰ガ

スは排出されますが、製造中の溶解ガスを一定レベル

に維持する効果は期待できません。その結果、製品歩

留まりは時間とともに変化します。 

図 1： 大気圧における水中の溶解ガス濃度 
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ソリューション： 
ベンチレーションによって過剰ガスを単に逃がすだけで

は、コーティング溶液は依然としてガスで飽和されてい

るので問題となります。圧力を下げたり温度を上げたり

すると、さらにバブルが形成されます。スーパーフォビッ

ク®分離膜コンタクター（脱気膜）を加熱器の前のライン

に設置することで、バブルが形成されなくなります。図 1
に、20°C と 60°C における液体中のガス濃度を示しま

す。60°C における液体中のガス濃度が分かると、ガス

が発生するプロセス条件より十分低い濃度までガス濃

度を減少させる分離膜コンタクター（脱気膜）システムを

設計することができます。これによりバブル形成の可能

性を完全になくすことができます。スーパーフォビック脱

気膜は効率が高いため、ガス濃度を満足できるレベル

まで下げるのに脱気膜を 1 本使用すれば十分です。図

2 は、バブルを除去するために設計された標準的なシス

テムのプロセス・フローの概略図を示します。スーパー

フォビック脱気膜を利用したバブル除去システムには、

既存の技術に優るいくつかの明確な利点があります。そ

のいくつかを次に挙げます。 
 
モジュール性。分離膜システムは本質的にモジュール

方式です。システムを簡単かつ経済的に調整してプロセ

スの変化に対応できるため、オペレーションにおける柔

軟性が獲得できます。 
 
スモールフットプリント。スーパーフォビック分離膜コンタ

クター（脱気膜）はコンパクトな構成にパッケージ化でき

ます。さらに既存の制約的な空間に合ったシステムをカ

スタム設計することができます。ポイント・オブ・ユース

（直近）・システムを設計することも可能です。 
 

オペレーションの軽減。スーパーフォビック分離膜コンタ

クター（脱気膜）は計装がほとんどいらないため、オペ

レーションが非常に簡単です。 
 
一貫性。液体プロセス（流体）中のガス濃度を、簡単なプ

ロセス制御システムでも非常に正確に維持することがで

きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
プロセス流体中のバブル除去（脱泡）に関する詳細なお

問い合わせは、お近くの支店にご連絡を頂くか、弊社ウ

ェブサイト www.liqui-cel.com をご覧ください。 

図 2： スーパーフォビック分離膜コンタクター（脱気モ

ジュール）のフロー － 薬品供給システムの概

略図 
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